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は
、
氏
神
の
４
社
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
３
家
の
も
の
で
す
。

大
浦
か
ら
落
ち
延
び
た
一
族
は

本
家
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
さ
ら

に
分
家
し
、
田
代
や
大
根
占
の

半
ヶ
石
、
毛
下
、
池
田
、
段
な

ど
に
別
れ
別
れ
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、『
大
根
占
町
誌
』（
増
補

改
訂
版
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

◦�

禰
寝
地
方
の
佐
多
（
辺
塚
、
郡
、

竹
之
浦
）
田
代
（
大
原
）
大
根

占
、池
田
（
半
ヶ
石
、段
、毛
下
）

宿
利
原
（
笑
喜
、
落
河
、
大
尾
）

な
ど
平
家
落
人
の
集
落
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
所
が
相
当
数
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
総
合

的
に
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
い
く

ら
か
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。

◦�

壇
ノ
浦
よ
り
落
ち
延
び
た
一
族

は
内
之
浦
町
大
浦
よ
り
、
峻
険

な
稲
尾
嶽
の
麓
を
山
越
え
、
田

代
町
大
原
に
出
て
、
さ
ら
に
奥

地
へ
と
進
み
、
一
の
野
二
の
野

の
山
を
越
え
、
よ
う
や
く
見
出

し
た
の
が
半
下
石
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
の

農
業
の
制
度
と
し
て
門
割
制
度

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一

つ
の
村
を
い
く
つ
か
の
方
限

（
組
）
に
分
け
、
さ
ら
に
い
く
つ

か
の
門
に
分
け
る
。
一
つ
の
門

は
、
あ
る
一
定
の
土
地
を
与
え

ら
れ
た
農
民
の
生
産
共
同
体
で

す
。
名
頭
と
い
う
頭
と
名
子
と

い
う
一
般
の
農
民
の
数
家
族
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
名
残
が
あ
っ
た
明

治
３
年
（
１
８
７
０
）
の
調
べ
で

は
、
田
代
郷
（
当
時
は
麓
村
と
川

原
村
の
２
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
）
は
、
麓
村
に
39
門
、
川
原
村

に
32
門
あ
り
ま
し
た
。
麓
村
の
39

門
の
中
に
、
大
原
・
中
野
・
大
浦

地
と
い
う
３
門
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
３
門
は
、
落
人
の
末
裔
と
さ
れ

る
３
家
と
同
じ
で
す
。

　

歴
史
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
平

家
の
落
人
伝
説
は
後
世
に
作
ら
れ

た
単
な
る
伝
説
に
す
ぎ
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
と

も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
背

景
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
、
と
い
う
こ
と
の
方
が
大

事
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
次
号

は
平
家
の
落
人
が
歩
ん
だ
と
さ
れ

る
、
半
ヶ
石
へ
向
か
っ
て
歩
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
大
原
小
学
校
で
調
べ
た
内
容
や
町

史
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

　今月から、錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げて行きたいと思います。
町史や各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町役
場企画課広報へご連絡下さい。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げて行きたいと思
います。また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査に行きたいと
思いますのでご連絡下さい。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　

錦
江
町
の
大
原
に
は
、
そ
の
昔
、

平
家
一
族
が
安
住
の
地
を
求
め
て

住
み
着
い
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ

て
い
ま
す
。
京
都
の
北
の
方
に「
大

原
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
地

形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
想

し
て
「
大
原
」
と
い
う
地
名
が
付

い
た
と
い
う
も
の
で
す
。
大
原
地

区
の
北
の
方
に
荒
西
山
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
京
都
の
嵐
山
を
連

想
し
て
付
け
ら
れ
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

　

平
家
落
人
伝
説
と
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

　

寿
永
４
年
（
１
１
８
５
）、

源
平
最
後
の
戦
い
で
あ
る
壇

ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
方

の
人
は
、
源
氏
の
追
っ
手
か
ら

逃
げ
ま
し
た
。
九
州
を
南
下

中
、
大
隅
海
峡
で
暴
風
に
遭
っ

て
、
大
隅
半
島
に
あ
る
内
之
浦

の
大
浦
に
上
陸
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
行
の
中
に
は
大
浦
か
ら

大
原
へ
移
住
し
た
人
も
い
ま
し

た
。
中
野
、
大
浦
地
、
大
原
の

３
戸
が
落
人
の
末
裔
で
、
宗
家

で
す
。
山
神
山
の
早
馬
神
社
に

「
平
家
の
落
人
伝
説
を
歩
む
①
」
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